
本専攻では、気候環境や地形条件、水の循環
など、多様な視点から人と自然の関わりについ
て学びます。地域社会における自然との共存・
共生のあり方や、資源利用、災害などの地域
の環境問題について総合的に考えられるよう、
幅広い科目群をカリキュラムに配置しています。

文学部

地 理 学 科 地 域 環 境 研 究 専 攻
人と自然の関わりを多様な視点から総合的に捉える

　学科の特色

多様な視点から
環境問題を捉える

気候学、地形学、水文学、地図学、GISの各
実習科目のほか、2年次・3年次で履修する「地
域調査入門」（選択）・「地域環境調査法」（必
修）でのフィールドワークを通して、地域の環境
についての様々な実践的な観測、観察、分析
する技を学び、磨きます。

実習とフィールドワークで
技を磨く

本専攻では教員免許のほか、測量士補・地域
調査士・GIS学術士の資格が取得できます。こ
れらの資格を活かした教員、地図・測量関連
の企業のほか、4年間に学んだ多様な視点や
実践的な技を武器に、官公庁や一般企業でも
活躍が期待されます。

地図、測量、気象、
環境評価などで活躍

専門教育科目
総計：277人

2018年5月1日時点

女子：70人
（25%）

男子：207人
（75%）

■ 必修　■ 選択必修　■ 選択
専門教育科目：70単位
全学共通科目：28単位
広  域  選  択：26単位

■ 必修：26単位
■ 選択必修：20単位
■ 選択：24単位

卒業に必要な単位124単位

科目名 学年
1 2 3 4

自然地理学入門　❶ ■

人文地理学入門 ■

自然地理学実習（地図学実習含む） ■

人文地理学実習（地図学実習含む） ■

地図学A／B ■

地理学演習 ■

卒業論文 ■

地域環境演習A～F ■

地域環境調査法（現地調査含む）A～F ■

リモートセンシングA／B ■ ■ ■

地形学A／B　❷ ■ ■ ■

気候学A／B　❸ ■ ■ ■

水文学A／B　❹ ■ ■ ■

環境地理学A／B ■ ■ ■

生物地理学A／B ■ ■ ■

地域統計分析法A／B ■ ■ ■

応用地理学A／B ■ ■ ■

第四紀学A／B ■ ■ ■

地理情報論 ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

測量学　❺ ■ ■ ■

地域調査入門A～F ■ ■ ■

地域概論A／B ■ ■ ■

GIS実習　❻ ■ ■ ■

応用地図学実習 ■ ■ ■

地形環境調査実習 ■ ■ ■

気候学実習 ■ ■ ■

水文学実習 ■ ■ ■

土壌地理学A／B ■ ■ ■

地球物理学A／B ■ ■ ■

景観地理学A／B ■ ■ ■

人口地理学A／B ■ ■ ■

村落地理学A／B ■ ■ ■

都市地理学A／B ■ ■ ■

まちづくり論A／B ■ ■ ■

経済地理学A／B ■ ■ ■

交通地理学A／B ■ ■ ■

計量地理学実習 ■ ■ ■

社会地理学A／B ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

文化地理学A／B ■ ■ ■

文化生態学A／B ■ ■ ■

歴史地理学A／B ■ ■ ■

歴史地理学実習 ■ ■ ■

地域研究論A／B ■ ■ ■

日本地誌A／B ■ ■ ■

外国地誌A～F ■ ■ ■

地理学特講A～I ■ ■ ■

外書講読A／B ■ ■ ■

地域計画論A／B ■ ■ ■

観光地理学 ■ ■ ■

地質学A／B ■ ■ ■

海外研究A～D ■ ■ ■

民法（総則・物権法） ■ ■ ■

登記法 ■ ■

　 4 年 間の流れと身につく力

■ 地域の環境を知ることで、人、自然、社会の調和を見る目が培われる。
■ 日本と世界の地域環境の本質について、総合的に考える力が養われる。
■ 教室で学びフィールドで実践することで、物を見て考える技が備わる。

4年間で身につく力

必修の入門科目と実習科目によって、地理学の基礎を幅広く学ぶとともに
初歩的な分析手法を修得する。

1
年次

多彩な専門科目の中から各自の興味に応じて学びを深める。2
年次

フィールド調査を含んだ必修科目によって、野外での調査手法を修得する。3
年次

3年間学んだことをもとに、卒業論文に取り組む。4
年次

■ 伊豆半島における降水量分布と地形の関係
■ 群馬県南部烏川右岸に発達する合流扇状地の形態と天井川の成因
■ 山口県美祢市秋吉台の草原における保全活動の進展
■ 神奈川県における温泉水の泉質とその地域特性
■ 桜島・錦江湾ジオパークにおける観光と防災

卒論テーマ・研究課題例

この科目では、気候の成り立ちとその地域的・季節的な違いを、
前期は日本を対象として、後期は世界を対象として学び、人間
をとりまく大気汚染への理解を深めます。

❸ 気候学

地形や人口分布、土地の利用方法、サービスの利用状況など、
地球上のあらゆるデータを地図上に落としこむのがGIS（地理
情報システム）。実習を重ねて、GISを使う技術を養います。

❻ GIS実習

環境問題、自然災害、水資源、植生などの多様な切り口から、
それぞれの専門教員がリレー形式で講義。自然地理学を学
ぶ上での基本的な知識を身につけ、その概要を把握します。

❶自然地理学入門

地球上の水について、そのあり方や循環プロセスを学びます。
これにより、水にまつわるさまざまな環境問題を解決するのに
必要な基礎知識を得ることができます。

❹ 水文学

地域の基盤をなす地形の成り立ちについて、海水準や地殻
変動、火山活動との関連から学びます。それらを踏まえ、地
域の防災や環境保全についての具体的な対応を考えます。

❷地形学

長さ、高さ、角の大きさなどを測り、地図にする技術を研究する
のが測量学。本講義では、古典的な測量方法から、GPSや航
空機レーザを活用した測量、GIS活用まで、幅広く学習します。

❺測量学

地理学に興味ある学生が集まり、地理学科の支援のもと2018
年度に結成された学生団体です。月に2～3回地図を片手に
都内近郊各地を巡る現地見学会（巡検）を催し、地理学につ
いて深く考えることを目的に活動しています。また、ドローンを用
いた地形測量なども実施しており、授業だけでは学べないさま
ざまな地理的知識や技能を身につけることもできます。

▶ 学 科  T O P I C S
地理学研究会

測量や地図製作、気象、環境関係をはじめ、観光・交通関係、
公務員などに就職する人も少なくありません。

卒業後の進路

住友林業緑化／トーエネック（中部電力グループ）／大和ハウス工業／東
海旅客鉄道（JR東海）／中日本航空／メトロコマース／城南信用金庫／
JTBコーポレートセールス／横浜市消防局／熊本県教育委員会（教員）

主な就職先 ※2018年3月卒業生実績

取得可能な資格

※詳細はP79をご覧ください。

※詳細はP81をご覧ください。

2020年度（予定）

在 学 生 m e s s a g e

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri .
1 第四紀学A 地形学A 水文学A
2 水文学実習 環境地理学A 地図学
3 英語ⅡAa 土壌地理学A 測量学 計量地理学
4 地球物理学A 禅美術 歴史学
5 生物地理学A
6 博物館資料論 生涯学習論

　高校生の頃から、地図を見ながら「どうしてここに川が流れて
いるのだろう」「この道は景色がいいんだろうな」などと想像す
るのが好きで地理学科を選びました。地理の研究というだけに
フィールドワークも多く、教室で学んだことと自分の目で確かめてき
た現地の状況とを比較できるところにおもしろさを感じています。
例えば、水を採取して成分を調べることで、地下水が地面の下

をどのように流れているかがわかります。また、自ら地理学研究会
を立ち上げ、全国各地の海や湖などを訪れて、その土地の特徴
を調べるためにドローンを使った測量にも取り組んでいます。今は
学芸員の資格を取得するための勉強にも力を入れており、将来
は博物館、あるいは地理学を生かせる環境系のコンサルティング
会社や測量・地図会社に就職できればと考えています。

地形を知るためにドローンを使った測量にも取り組んでいます

2年次前期の時間割

加藤 由翔
地理学科地域環境研究専攻 4年

富士見高等学校 出身

教 員 m e s s a g e

　富士山には年間20億トンを超える雨や雪が降るのですが、山の斜
面に川は全くありません。その秘密は富士山の地質にあります。火山
である富士山は多くの割れ目を持つ溶岩でおおわれ、雨水や雪解け
水がすぐに地下へ染み込んでしまうのです。私たちはこの水が山の
中をどのように流れているかを調べるために、山のふもとに流れ出る
湧き水の成分を研究しています。またその水と人々がどのように関わ
り、今後どのように関わっていくべきかという、「利用」についても地理
学的な視点で考えます。例えば、群馬県にある浅間山の湧き水の水
温を調べたところ、ある場所だけ極めて低いことがわかりました。不

水の経歴を知り、利用を考える

思議に思い周辺を歩いてみると、岩の隙間から冷気が吹き出す「風
穴」と呼ばれる珍しい現象が見つかりました。さらに風穴の利用につ
いて調べると、かつて地元の人が冷蔵庫にしていたことが判明しま
した。これはおもしろい！ と地域の方々の協力を得て、学生と企画し
た風穴のしくみや歴史を伝える観光ツアーを実施しました。近年、魅
力的な地域づくりを進めるためには、このような「外からの目線」が必
要とされています。気象観測や地質・水質調査からわかったことを、
文化や歴史、自然と人の関わり方にまで広げてとらえ、地域の課題
解決の糸口を見つける。それこそが地理学を学ぶ醍醐味なのです。

鈴木 秀和
専門：自然地理学／水文学

鈴木先生の研究
実績はこちらから
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